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二
〇
二
〇
年
一
〇
月
一
五
日
、
メ
キ
シ
コ
の
サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
シ

エ
ン
フ
エ
ゴ
ス
＝
セ
ペ
ー
ダ
前
国
防
相
が
、
米
麻
薬
取
締
局
（
Ｄ
Ｅ

Ａ
）
の
令
状
に
よ
り
、ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
空
港
で
身
柄
を
拘
束
さ
れ
た
。

コ
カ
イ
ン
、
覚
せ
い
剤
、
大
麻
、
ヘ
ロ
イ
ン
の
メ
キ
シ
コ
か
ら
米
国

へ
の
密
輸
と
、
資
金
洗
浄
（
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
）
へ
の
関
与
が

疑
わ
れ
て
い
る
。

　

シ
エ
ン
フ
エ
ゴ
ス
は
メ
キ
シ
コ
逃
亡
の
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
保
釈

金
に
よ
る
解
放
を
許
可
さ
れ
ず
、
一
一
月
に
入
っ
て
公
判
が
開
か
れ

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
送
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
連
の
捜
査
や
逮
捕

に
つ
い
て
公
式
に
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
メ
キ
シ
コ
政
府
は
米
政

府
に
強
く
反
発
し
、
両
国
の
外
交
問
題
へ
の
発
展
も
懸
念
さ
れ
る
な

か
、
一
一
月
一
七
日
、
連
邦
地
裁
判
事
は
米
司
法
省
の
申
し
入
れ
を

受
け
て
起
訴
の
取
り
下
げ
を
承
認
し
た
。
今
後
は
米
当
局
か
ら
提
供

さ
れ
る
証
拠
を
も
と
に
、
メ
キ
シ
コ
国
内
で
メ
キ
シ
コ
の
法
に
基
づ

い
た
手
続
き
が
取
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

米
国
で
の
起
訴
が
取
り
下
げ
ら
れ
た
と
は
い
え
、
今
回
の
事
件
の

衝
撃
は
大
き
い
。
メ
キ
シ
コ
の
有
力
誌
『
プ
ロ
セ
ソ
』
に
よ
れ
ば
、

シ
エ
ン
フ
エ
ゴ
ス
の
逮
捕
は
「
ゴ
ッ
ド
フ
ァ
ザ
ー
作
戦
」
と
呼
ば
れ

る
Ｄ
Ｅ
Ａ
の
大
規
模
麻
薬
捜
査
の
一
環
で
あ
り
、
他
に
も
複
数
の
メ

キ
シ
コ
の
軍
幹
部
や
政
治
家
が
捜
査
対
象
と
な
っ
て
い
た
と
い
う

（
二
〇
年
一
〇
月
一
八
日
発
行
二
二
九
四
号
）。
麻
薬
密
輸
や
組
織
犯

罪
へ
の
関
与
疑
惑
に
よ
り
、
メ
キ
シ
コ
の
政
治
家
や
軍
人
が
米
国
な

い
し
メ
キ
シ
コ
国
内
で
逮
捕
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
こ
れ
ま
で
に
も
存
在

す
る
が
、
前
国
防
相
の
逮
捕
は
前
代
未
聞
で
あ
る
。

北
海
道
大
学
准
教
授

馬
場
香
織

米
国
当
局
に
よ
る
メ
キ
シ
コ
前
国
防
相
の
逮
捕
（
後
に
起
訴
取
り
下
げ
）
は
、

メ
キ
シ
コ
麻
薬
カ
ル
テ
ル
と
政
治
と
の
結
び
つ
き
を
白
日
の
下
に
さ
ら
し
た
。

背
景
と
な
る
麻
薬
カ
ル
テ
ル
の
興
亡
と
、

そ
れ
を
も
た
ら
す
複
層
的
要
因
を
読
み
解
く
。

ば
ば　

か
お
り　

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政

治
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士（
法
学
）。

日
本
貿
易
振
興
機
構
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
を

経
て
、
二
〇
一
六
年
よ
り
現
職
。
専
門
は
比
較

政
治
、
メ
キ
シ
コ
政
治
。
著
書
に
『
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
の
年
金
政
治
』『
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の

市
民
社
会
組
織
』（
編
著
）
な
ど
。

メ
キ
シ
コ
麻
薬
戦
争
長
期
化
の
構
図

―
―
前
国
防
相
逮
捕
の
衝
撃
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本
稿
で
は
今
回
の
事
件
の
経
緯
と
影
響
、今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、

長
期
化
す
る
麻
薬
戦
争
の
歴
史
的
経
緯
を
踏
ま
え
つ
つ
論
じ
た
い
。

麻
薬
カ
ル
テ
ル
と
麻
薬
戦
争
長
期
化

　

シ
エ
ン
フ
エ
ゴ
ス
の
よ
う
な
軍
高
官
の
腐
敗
は
な
ぜ
起
こ
る
の
だ

ろ
う
か
。
ま
ず
は
メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
麻
薬
戦
争
の
歴
史
的
な
展
開

を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

　

一
九
八
〇
年
代
ま
で
の
メ
キ
シ
コ
に
は
、
ハ
リ
ス
コ
州
グ
ア
ダ
ラ

ハ
ラ
を
拠
点
と
し
た
麻
薬
カ
ル
テ
ル
と
、
メ
キ
シ
コ
湾
を
拠
点
と
す

る
麻
薬
カ
ル
テ
ル
の
二
系
統
が
存
在
し
、
前
者
は
チ
ワ
ワ
州
の
国
境

の
街
シ
ウ
ダ
ー
・
フ
ア
レ
ス
か
ら
太
平
洋
沿
岸
ま
で
、
後
者
は
メ
キ

シ
コ
湾
に
面
し
た
北
東
部
の
タ
マ
ウ
リ
パ
ス
州
か
ら
米
テ
キ
サ
ス
州

に
入
る
密
輸
ル
ー
ト
を
抑
え
て
い
た
。

　

九
〇
年
代
に
な
る
と
、
グ
ア
ダ
ラ
ハ
ラ
系
の
麻
薬
カ
ル
テ
ル
は
、

フ
ア
レ
ス
、
シ
ナ
ロ
ア
、
テ
ィ
フ
ア
ナ
の
三
つ
の
組
織
に
分
裂
す
る
。

な
か
で
も
シ
ナ
ロ
ア
・
カ
ル
テ
ル
は
北
部
に
勢
力
を
拡
大
し
た
。
他

方
メ
キ
シ
コ
湾
カ
ル
テ
ル
は
、
米
国
へ
の
密
輸
ル
ー
ト
を
め
ぐ
っ
て

西
の
シ
ナ
ロ
ア
・
カ
ル
テ
ル
と
の
抗
争
が
激
化
す
る
な
か
、
メ
キ
シ

コ
軍
の
精
鋭
部
隊
の
メ
ン
バ
ー
を
「
リ
ク
ル
ー
ト
」
し
て
、
セ
タ
ス

と
呼
ば
れ
る
武
装
集
団
を
創
設
す
る
。
セ
タ
ス
は
二
〇
〇
三
年
頃
に

メ
キ
シ
コ
湾
カ
ル
テ
ル
か
ら
独
立
し
、
ラ
イ
バ
ル
の
カ
ル
テ
ル
や
政

府
に
対
す
る
凄
惨
な
暴
力
で
国
内
外
に
衝
撃
を
与
え
た
。
メ
キ
シ

コ
の
麻
薬
戦
争
で
は
、
密
輸
ル
ー
ト
を
め
ぐ
る
縄
張
り
（「
プ
ラ
サ
」

と
呼
ば
れ
る
）
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
世
界
有
数
の
麻
薬

市
場
で
あ
る
米
国
へ
の
密
輸
ル
ー
ト
の
勢
力
圏
を
め
ぐ
っ
て
、
主
要

カ
ル
テ
ル
同
士
の
激
し
い
抗
争
が
展
開
し
て
い
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
六
年
末
に
始
ま
る
「
対
麻
薬
戦
争
」
と
呼
ば

れ
る
政
府
の
カ
ル
テ
ル
掃
討
作
戦
の
も
と
で
、
暴
力
の
様
相
が
変
化

し
て
い
く
。
対
麻
薬
戦
争
で
は
、
国
民
行
動
党
（
Ｐ
Ａ
Ｎ
）
の
フ
ェ

リ
ペ
・
カ
ル
デ
ロ
ン
政
権
が
、
主
要
カ
ル
テ
ル
の
大
物
ボ
ス
を
狙
っ

た
強
硬
作
戦
を
各
地
で
展
開
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
一
年
ま
で
に

三
〇
人
近
く
の
主
要
リ
ー
ダ
ー
が
拘
束
な
い
し
殺
害
さ
れ
、
対
麻
薬

戦
争
は
大
物
ボ
ス
掃
討
と
い
う
点
で
は
一
定
の
成
果
を
上
げ
た
。

　

し
か
し
、
麻
薬
・
組
織
犯
罪
関
連
の
暴
力
は
〇
七
年
以
降
急
増
し
、

一
一
年
に
は
全
国
の
年
間
殺
人
件
数
が
二
万
五
〇
〇
〇
件
を
超
え
る

事
態
と
な
っ
た
。
ボ
ス
の
不
在
に
よ
る
カ
ル
テ
ル
の
弱
体
化
を
好
機

と
み
た
他
の
カ
ル
テ
ル
が
勢
力
圏
に
侵
入
し
、
縄
張
り
争
い
が
泥
沼

化
し
た
り
、
カ
ル
テ
ル
内
部
で
後
継
を
め
ぐ
る
争
い
が
激
化
し
た
た

め
で
あ
る
。ま
た
、ボ
ス
を
失
っ
た
主
要
な
カ
ル
テ
ル
が
中
小
の
ギ
ャ

ン
グ
集
団
に
分
裂
し
、
メ
キ
シ
コ
各
地
で
縄
張
り
争
い
を
展
開
す
る

こ
と
と
な
っ
た
結
果
、
一
部
の
地
域
に
集
中
し
て
い
た
暴
力
は
メ
キ

シ
コ
各
地
に
拡
散
す
る
こ
と
と
も
な
っ
た
。
現
在
も
っ
と
も
有
力
な
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カ
ル
テ
ル
の
一
つ
と
な
っ
た
ハ
リ
ス
コ
新
世
代
カ
ル
テ
ル
（
Ｃ
Ｊ
Ｎ

Ｇ
）
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
分
裂
や
派
閥
争
い
を
め
ぐ
る
暴
力
の
力

学
の
中
で
生
ま
れ
、
勢
力
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　

大
き
な
麻
薬
カ
ル
テ
ル
の
分
裂
や
、
中
小
ギ
ャ
ン
グ
集
団
の
乱
立

に
よ
っ
て
、一
般
市
民
を
狙
っ
た
犯
罪
も
増
加
し
た
。大
物
リ
ー
ダ
ー

の
相
次
ぐ
拘
束
に
よ
っ
て
組
織
の
立
て
直
し
を
迫
ら
れ
た
麻
薬
カ
ル

テ
ル
が
、
誘
拐
や
恐
喝
、
窃
盗
な
ど
の
「
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
」
を
強

化
し
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
ボ
ス
の
不
在
に
よ
り
末
端
集
団
の
統

制
が
効
か
な
く
な
っ
た
こ
と
や
、
便
乗
す
る
ロ
ー
カ
ル
な
ギ
ャ
ン
グ

集
団
に
よ
る
多
種
多
様
な
犯
罪
が
増
え
た
こ
と
も
、
一
般
市
民
へ
の

被
害
拡
大
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
近
年
で
は
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
な
ど
を
狙
っ
た
石
油
窃
盗
の
被
害
も
数
十
億
ド
ル
に
達
す
る
と
み

ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
は
、
ハ
リ
ス
コ
新
生
代
カ
ル
テ
ル
と
シ
ナ
ロ
ア
・
カ
ル
テ
ル

を
筆
頭
に
、
も
と
も
と
の
勢
力
圏
を
越
え
て
複
数
の
州
や
地
域
で
非

合
法
活
動
を
展
開
す
る
組
織
が
増
え
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
こ
に
ロ
ー

カ
ル
集
団
が
加
わ
り
、
勢
力
圏
争
い
は
苛
烈
さ
を
増
し
て
い
る
。

構
造
的
要
因
―
―
経
済
危
機
・
武
器
密
輸
・
権
力
腐
敗

　

麻
薬
戦
争
の
激
化
と
長
期
化
に
は
、「
資
源
」
に
か
か
わ
る
二
つ

の
要
因
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
一
つ
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

メキシコ麻薬カルテル勢力図（概略）　

ベルトラン=レイバ

ハリスコ新世代カルテル

ノレステ・カルテル メキシコシティー

グアダラハラ

ティファナ

シウダー・ファレス

その他

メキシコ湾カルテル

シナロア・カルテル

セタス

メキシコ湾太平洋

アメリカ合衆国

グアテマラ

ベ
リ
ー
ズ

メキシコ「El Universal」紙（ウェブ版）2020年 9月22日付記事などを参考に編集部作成。
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以
後
の
製
造
業
の
雇
用
減
少
に
よ
り
、
非
熟
練
男
性
労
働
者
の
就
業

機
会
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
今
般
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
さ
ら
に
悪
化
し
て
い
る
。
メ
キ
シ
コ
に
は

貧
困
と
格
差
、
そ
し
て
犯
罪
組
織
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
比
較
的
容
易
で

あ
る
と
い
う
構
造
が
も
と
も
と
存
在
す
る
。そ
こ
に
雇
用
の
減
少
と
、

犯
罪
組
織
側
の
「
労
働
力
需
要
」
の
高
ま
り
が
重
な
り
、
犯
罪
組
織

に
加
わ
る
若
者
が
増
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

暴
力
の
応
酬
を
激
化
さ
せ
て
い
る
も
う
一
つ
の
要
因
は
、
米
国
か

ら
の
殺
傷
能
力
の
高
い
銃
器
の
流
入
で
あ
る
。
メ
キ
シ
コ
で
押
収
さ

れ
る
銃
器
の
七
割
以
上
が
米
国
か
ら
の
密
輸
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
そ

れ
ら
に
は
Ａ
Ｒ

－

15
ア
サ
ル
ト
銃
や
Ａ
Ｋ

－
47
（
カ
ラ
シ
ニ
コ
フ
）

自
動
小
銃
な
ど
、殺
傷
能
力
の
高
い
銃
器
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

米
国
で
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
下
の
二
〇
〇
四
年
に
銃
規
制
法
が
失
効
し
、

殺
傷
能
力
の
高
い
銃
器
の
購
入
が
容
易
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
銃
器

が
代
行
業
者
を
通
じ
て
最
終
的
に
メ
キ
シ
コ
に
流
れ
、
麻
薬
戦
争
に

よ
る
犠
牲
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
メ
キ
シ
コ
の
麻
薬
戦
争
の
長
期
化
は
、「
対
麻
薬

戦
争
」
の
副
次
的
帰
結
に
加
え
て
、
中
長
期
的
な
構
造
的
要
因
、
経

済
危
機
や
武
器
密
輸
な
ど
の
外
的
環
境
要
因
な
ど
が
複
雑
に
絡
み

合
っ
た
現
象
で
あ
り
、
そ
の
解
決
も
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
要
因
に
関
連
し
つ
つ
、
さ
ら
に
事
態

を
複
雑
化
さ
せ
て
い
る
の
が
、
蔓
延
す
る
腐
敗
の
問
題
で
あ
る
。

　

メ
キ
シ
コ
で
は
、
発
生
す
る
殺
人
事
件
の
う
ち
九
七
％
は
捜
査
に

至
ら
ず
、
蔓
延
す
る
不
処
罰
が
犯
罪
の
背
景
に
あ
る
。
政
府
当
局
者

や
軍
、
警
察
の
腐
敗
は
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
対
麻
薬
戦

争
の
開
始
以
降
、軍
や
警
察
が
広
範
囲
に
活
動
を
展
開
す
る
な
か
で
、

地
方
政
府
・
警
察
の
末
端
要
員
の
買
収
は
も
ち
ろ
ん
、
州
知
事
や
連

邦
警
察
の
幹
部
レ
ベ
ル
で
も
腐
敗
が
広
が
っ
た
。
政
府
の
強
硬
策
に

追
い
詰
め
ら
れ
た
カ
ル
テ
ル
が
、
よ
り
強
硬
な
脅
し
で
当
局
者
に

「
カ
ネ
か
銃
弾
か
」
を
迫
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
暴
力
は

フ
ォ
ー
マ
ル
な
選
挙
政
治
に
も
暗
い
影
を
落
と
し
、
一
八
年
の
選

挙
で
は
、
候
補
者
を
含
め
て
一
二
〇
人
を
超
え
る
関
係
者
が
殺
害
さ

れ
た
。

外
交
問
題
と
な
っ
た
シ
エ
ン
フ
エ
ゴ
ス
逮
捕

　

以
上
の
経
緯
と
分
析
を
踏
ま
え
、
改
め
て
シ
エ
ン
フ
エ
ゴ
ス
逮
捕

の
含
意
を
考
え
て
み
よ
う
。

　

サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
シ
エ
ン
フ
エ
ゴ
ス
は
士
官
学
校
を
出
た
陸
軍
将

校
で
、
制
度
的
革
命
党
（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
）
の
エ
ン
リ
ケ
・
ペ
ニ
ャ
＝
ニ

エ
ト
前
政
権
期
の
二
〇
一
二
～
一
八
年
に
国
防
相
を
務
め
た
。
な

お
、
メ
キ
シ
コ
で
は
国
防
省
が
統
括
す
る
の
は
陸
軍
と
空
軍
の
み
で

あ
り
、
海
軍
に
は
海
軍
省
が
独
立
に
存
在
す
る
。
組
織
法
の
定
め
る
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と
こ
ろ
に
よ
り
、
大
統
領
が
指
名
す
る
国
防
相
と
海
軍
相
は
、
そ
れ

ぞ
れ
陸
軍
将
校
と
海
軍
将
校
か
ら
選
出
さ
れ
る
。
メ
キ
シ
コ
に
は
陸

海
空
軍
の
統
合
参
謀
は
存
在
せ
ず
、
陸
軍
と
海
軍
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
指
揮
権
の
下
に
司
令
ラ
イ
ン
を
有
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る

（
空
軍
は
相
対
的
に
規
模
が
小
さ
く
、
国
防
省
の
指
揮
体
系
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
）。

　

米
検
察
当
局
に
よ
る
と
、
シ
エ
ン
フ
エ
ゴ
ス
に
は
「
Ｈ

－
２
」
と

呼
ば
れ
る
麻
薬
カ
ル
テ
ル
と
の
つ
な
が
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
メ

キ
シ
コ
人
に
も
あ
ま
り
聞
き
馴
染
み
の
な
い
こ
の
カ
ル
テ
ル
は
、
ベ

ル
ト
ラ
ン
＝
レ
イ
バ
・
カ
ル
テ
ル
の
分
派
で
、
頭
文
字
の
「
Ｈ
」
と

い
う
通
称
で
知
ら
れ
た
エ
ク
ト
ル
（H

éctor
）・
ベ
ル
ト
ラ
ン
＝
レ

イ
バ
の
後
継
者
、フ
ア
ン
＝
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
パ
ト
ロ
ン
＝
サ
ン
チ
ェ

ス
（
通
称
「
Ｈ

－

２
」）
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
い
た
。「
Ｈ

－

２
」
は

北
西
部
の
太
平
洋
に
面
す
る
ナ
ジ
ャ
リ
ッ
ト
州
を
主
な
勢
力
域
と
し

て
お
り
、
海
洋
で
の
麻
薬
密
輸
ル
ー
ト
を
押
さ
え
て
い
た
と
い
わ
れ

る
。
ナ
ジ
ャ
リ
ッ
ト
州
の
北
に
隣
接
す
る
シ
ナ
ロ
ア
州
は
、
ホ
ア
キ

ン
・「
チ
ャ
ポ
」・
グ
ス
マ
ン
の
シ
ナ
ロ
ア
・
カ
ル
テ
ル
の
勢
力
域
で

あ
り
、
両
カ
ル
テ
ル
は
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
っ
た
（
な
お
、
ベ
ル
ト

ラ
ン
＝
レ
イ
バ
・
カ
ル
テ
ル
は
、
も
と
も
と
シ
ナ
ロ
ア
・
カ
ル
テ
ル

の
分
派
で
あ
る
）。

　

カ
ル
テ
ル
が
群
雄
割
拠
す
る
メ
キ
シ
コ
の
麻
薬
戦
争
で
、
セ
タ
ス

や
ハ
リ
ス
コ
新
世
代
カ
ル
テ
ル
が
政
府
・
軍
当
局
に
対
し
て
好
戦
的

な
傾
向
が
あ
る
の
に
対
し
、
ベ
ル
ト
ラ
ン
＝
レ
イ
バ
や
シ
ナ
ロ
ア
・

カ
ル
テ
ル
は
、
政
府
・
軍
当
局
者
の
買
収
を
比
較
的
好
ん
で
き
た
。

シ
エ
ン
フ
エ
ゴ
ス
は
パ
ト
ロ
ン
＝
サ
ン
チ
ェ
ス
か
ら
賄
賂
を
受
け
取

り
、
見
返
り
に
、
犯
罪
の
目
こ
ぼ
し
や
ラ
イ
バ
ル
組
織
か
ら
の
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
な
庇
護
を
与
え
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　
「
Ｈ

－

２
」
と
シ
エ
ン
フ
エ
ゴ
ス
と
の
関
係
は
、
パ
ト
ロ
ン
＝
サ

ン
チ
ェ
ス
が
海
軍
の
急
襲
作
戦
に
よ
っ
て
死
亡
す
る
二
〇
一
七
年
ま

で
続
い
た
と
み
ら
れ
る
。
先
述
の
よ
う
に
海
軍
の
指
揮
体
系
は
国
防

省
の
ラ
イ
ン
と
は
独
立
で
あ
り
、
シ
エ
ン
フ
エ
ゴ
ス
も
こ
の
急
襲
作

戦
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
パ
ト
ロ

ン
＝
サ
ン
チ
ェ
ス
は
、
そ
の
存
在
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
る
こ
と
も
な

く
、「
安
全
に
」
組
織
犯
罪
ビ
ジ
ネ
ス
を
営
ん
で
き
た
。
シ
エ
ン
フ

エ
ゴ
ス
の
通
称
が
「
パ
ド
リ
ー
ノ
」（
ス
ペ
イ
ン
語
で
ゴ
ッ
ド
フ
ァ

ザ
ー
の
意
味
）
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
皮
肉
に
も
象
徴
的
で
あ

る
。
麻
薬
カ
ル
テ
ル
に
と
っ
て
、
国
防
相
以
上
に
強
力
な
「
パ
ド

リ
ー
ノ
」
は
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
。
ペ
ニ
ャ
＝
ニ
エ
ト
政
権

期
に
暴
力
が
全
国
に
拡
散
す
る
な
か
、
ナ
ジ
ャ
リ
ッ
ト
州
は
他
の

州
に
比
べ
る
と
治
安
も
よ
く
、
一
六
年
の
年
間
殺
人
件
数
は
三
二
州

の
う
ち
六
番
目
に
少
な
か
っ
た
。
パ
ト
ロ
ン
＝
サ
ン
チ
ェ
ス
と
当
局

と
の
癒
着
が
、
ナ
ジ
ャ
リ
ッ
ト
州
の
「
安
全
」
の
背
後
に
あ
っ
た
可
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能
性
が
あ
る
。

　

他
方
で
米
国
Ｄ
Ｅ
Ａ
に
よ
る
逮
捕
劇
は
、
外
交
問
題
に
発
展
し
て

い
っ
た
。
米
有
力
紙
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
メ
キ
シ
コ
の
外
相
マ
ル
セ

ロ
・
エ
ブ
ラ
ル
は
、
シ
エ
ン
フ
エ
ゴ
ス
の
逮
捕
を
麻
薬
問
題
に
お
け

る
両
国
間
の
協
力
関
係
を
強
く
損
な
う
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
起
訴

が
取
り
下
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
メ
キ
シ
コ
国
内
で
の
Ｄ
Ｅ
Ａ
の
活
動

を
厳
し
く
制
限
す
る
と
の
意
向
を
示
し
、
米
司
法
長
官
に
迫
っ
た
と

さ
れ
る
。

　

両
国
の
あ
い
だ
に
は
、
〇
七
年
に
始
ま
っ
た
メ
リ
ダ
・
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
と
い
う
対
麻
薬
政
策
に
お
け
る
協
力
枠
組
み
が
あ
り
、
米

国
か
ら
は
軍
備
や
訓
練
な
ど
の
支
援
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

一
八
年
に
就
任
し
た
ア
ン
ド
レ
ス
＝
マ
ヌ
エ
ル
・
ロ
ペ
ス
＝
オ
ブ
ラ

ド
ー
ル
大
統
領
は
従
来
の
軍
事
的
協
力
を
批
判
し
、
米
国
か
ら
の
支

援
が
経
済
や
開
発
分
野
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
見
直
し
を
提
起
し
て
い

た
。
今
回
の
事
件
は
、
メ
リ
ダ
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
行
き
詰
ま
り

の
な
か
で
、
麻
薬
問
題
に
お
け
る
両
国
間
の
情
報
共
有
が
機
能
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
シ
エ
ン
フ
エ
ゴ
ス
の
起

訴
取
り
下
げ
は
、
メ
キ
シ
コ
で
は
「
外
交
的
勝
利
」
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
い
る
が
、
陸
軍
の
元
最
高
司
令
官
に
よ
る
麻
薬
犯
罪
関
与
疑
惑

の
重
大
性
は
大
き
く
、
メ
キ
シ
コ
に
と
っ
て
の
試
練
は
こ
れ
か
ら
で

あ
る
と
も
い
え
る
。

米
国
と
の
信
頼
関
係
回
復
が
急
務

　

今
回
の
シ
エ
ン
フ
エ
ゴ
ス
の
逮
捕
は
、
こ
れ
ま
で
腐
敗
が
比
較
的

少
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
軍
で
も
、
最
高
幹
部
ク
ラ
ス
で
深
刻
な

腐
敗
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
白
に
示
し
た
。
シ
エ
ン
フ
エ
ゴ
ス
が
な

ぜ
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
犯
罪
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、

今
後
明
ら
か
に
さ
れ
る
情
報
や
分
析
を
待
つ
必
要
が
あ
る
が
、
乱
立

す
る
犯
罪
集
団
の
あ
い
だ
で
熾
烈
な
縄
張
り
争
い
が
続
き
、
麻
薬
戦

争
が
長
期
化
す
る
な
か
、
軍
の
中
枢
に
ま
で
犯
罪
組
織
が
浸
透
し
て

い
た
事
実
は
き
わ
め
て
重
い
。

　

こ
の
事
件
は
、
メ
キ
シ
コ
政
府
に
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
突
き
つ
け

る
こ
と
と
な
っ
た
。
治
安
問
題
は
低
迷
す
る
経
済
に
も
直
結
す
る
重

要
課
題
で
あ
り
、
内
政
・
外
交
の
両
面
で
の
成
果
が
急
務
で
あ
る
。

ま
た
、
今
般
の
メ
キ
シ
コ
経
済
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
、

民
間
投
資
や
消
費
の
落
ち
込
み
が
続
い
て
お
り
、
多
く
の
人
々
が
所

得
を
減
ら
し
、
失
業
率
も
上
が
っ
て
い
る
。
雇
用
の
減
少
に
よ
り
、

犯
罪
組
織
に
加
わ
る
若
者
が
増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
逆
に
治
安
の
悪
化
に
よ
り
、
投
資
や
消
費
が
落
ち
込
む
と
い
う

悪
循
環
も
起
こ
る
。
近
年
、
日
系
の
自
動
車
企
業
も
多
く
展
開
す
る

バ
ヒ
オ
地
域
で
急
速
な
治
安
悪
化
が
進
ん
で
お
り
、
新
規
投
資
を
考

え
る
上
で
大
き
な
懸
念
材
料
と
な
っ
て
い
る
。
シ
エ
ン
フ
エ
ゴ
ス
の
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逮
捕
は
麻
薬
戦
争
の
闇
の
深
さ
を
改
め
て
浮
き
彫
り
に
し
、
先
行
き

の
不
透
明
感
を
さ
ら
に
増
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

今
後
政
府
に
求
め
ら
れ
る
対
応
に
つ
い
て
二
点
指
摘
し
た
い
。

　

第
一
に
、
軍
内
の
腐
敗
問
題
へ
の
対
応
で
あ
る
。
二
〇
一
九
年

に
治
安
省
の
管
轄
下
に
軍
か
ら
独
立
し
た
国
家
警
備
隊
が
創
設
さ

れ
、
腐
敗
の
一
掃
と
麻
薬
対
策
の
効
率
化
が
目
指
さ
れ
た
が
、
最
近

で
は
港
や
国
境
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
軍
の
本
部
隊
が
再
び
展
開
し
て

い
る
。
今
回
の
よ
う
な
軍
高
官
の
腐
敗
事
件
は
軍
の
規
律
や
一
体
性

に
影
響
を
及
ぼ
し
、
麻
薬
や
組
織
犯
罪
へ
の
対
応
に
も
支
障
が
出
る

お
そ
れ
が
あ
る
。
し
か
し
、
メ
キ
シ
コ
検
察
が
シ
エ
ン
フ
エ
ゴ
ス
の

容
疑
を
明
ら
か
に
し
、
公
正
な
司
法
の
裁
き
が
実
現
す
る
の
か
、
否

定
的
な
見
方
は
国
内
外
で
強
い
。
ロ
ペ
ス
＝
オ
ブ
ラ
ド
ー
ル
大
統
領

は
制
度
と
し
て
の
軍
を
護
る
こ
と
の
重
要
性
を
繰
り
返
し
主
張
し
て

い
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
軍
内
の
腐
敗
を
一
掃
す
る
抜
本
的
な
ア
ク

シ
ョ
ン
が
欠
か
せ
な
い
。（
追
記
：
今
年
一
月
一
五
日
、
メ
キ
シ
コ
検
察

は
証
拠
不
十
分
と
し
て
シ
エ
ン
フ
エ
ゴ
ス
の
不
起
訴
を
発
表
し
た
。）

　

ま
た
、
軍
以
上
に
深
刻
と
も
い
え
る
政
治
家
や
政
府
当
局
の
腐
敗

に
対
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
い
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。
一
八

年
の
総
選
挙
で
ロ
ペ
ス
＝
オ
ブ
ラ
ド
ー
ル
と
新
興
左
派
政
党
「
国
家

再
生
運
動
（M

orena

）」
が
圧
勝
し
た
背
景
に
は
、
既
存
政
党
の

汚
職
や
腐
敗
に
対
す
る
有
権
者
の
強
い
怒
り
が
あ
っ
た
。
メ
キ
シ
コ

石
油
公
社
（
Ｐ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
）
元
最
高
責
任
者
の
逮
捕
な
ど
、
ロ
ペ
ス

＝
オ
ブ
ラ
ド
ー
ル
政
権
は
前
政
権
期
ま
で
の
汚
職
や
腐
敗
に
厳
罰
で

臨
む
印
象
は
あ
る
が
、
政
権
の
本
気
度
が
試
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
麻
薬
問
題
に
お
け
る
米
国
と
の
信
頼
関
係
の
再
建
が
急

務
で
あ
る
。
シ
エ
ン
フ
エ
ゴ
ス
の
逮
捕
に
つ
い
て
、
メ
キ
シ
コ
政
府

が
事
前
に
情
報
を
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
メ
キ
シ
コ

政
府
当
局
の
深
層
部
に
ま
で
犯
罪
組
織
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
に
対

す
る
米
当
局
の
強
い
懸
念
が
あ
る
。
他
方
の
ロ
ペ
ス
＝
オ
ブ
ラ
ド
ー

ル
政
権
は
、
米
国
に
よ
る
メ
キ
シ
コ
へ
の
軍
事
的
介
入
を
強
く
警
戒

し
て
い
る
。
バ
イ
デ
ン
新
政
権
と
の
あ
い
だ
で
建
設
的
対
話
を
築
く

こ
と
が
、
今
後
の
対
麻
薬
政
策
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

　

道
の
り
は
多
難
だ
が
、
た
し
か
な
こ
と
は
、
国
境
の
南
と
北
の
両

側
で
ア
ク
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
近
年
の
実
証
研

究
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
若
い
世
代
の
雇
用
状
況
の
改
善
や
、
武
器
密

輸
に
歯
止
め
を
か
け
る
米
国
で
の
銃
規
制
強
化
に
は
、
実
現
す
れ
ば

麻
薬
戦
争
の
拡
大
を
抑
え
る
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
も
わ
か
っ
て

い
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
状
況
は
か
つ
て
な
く
厳
し
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
が
、
メ
キ
シ
コ
政
府
に
は
、
米
新
政
権
と
の
建
設
的

な
協
力
関
係
の
構
築
と
、
ソ
リ
ッ
ド
な
知
見
に
基
づ
く
経
済
社
会
政

策
や
腐
敗
撲
滅
政
策
に
よ
っ
て
、
ひ
と
つ
ず
つ
着
実
に
成
果
を
出
し

て
い
く
手
腕
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
●




